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2022（令和4）年５月11日 インドネシア労働省部長を囲む緊急座談会 

(参考)日本における介護人材受入れの仕組み 



1.外国人介護人材特命チームの取組状況 
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2019（令和元）年度より「外国人介護人材特命チーム」を設置し、外国人材にかかる制度対応
とともに、人材確保の観点のみならず、多文化共生の地域社会づくりに向けて果たすべき社会
福祉法人の役割を検討（社会福祉法人全国経営者協議会 会員法人数 ７，８８５法人） 

情報プラットホーム 

「外国人材拡大プレイス」の運営 

外国人材受入に関する 

ガイドライン等による取組促進 

外国人材を受け入れる事業所、送出機関、
監理団体、人材紹介会社、日本語学校等
が会員となり、外国人材受入等に関する
情報収集や、あっせん等のマッチングが
行えるプラットホームを2020（令和2）
年度より開設・運用している 

全国経営協会員法人において、外国人材
の適正・円滑な受入れに資するよう、受
入に際してチェックすべきポイント等を
整理し、資料や動画で情報提供 

https://www.humanplace.jp/ 

https://www.humanplace.jp/
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２．日本における今後の介護人材の必要数見込 

介護職員の必要数見込 

（出典；厚生労働省 報道発表資料「第8期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について」2021（令和3）年7月） 



3.外国人介護人材受入れへ向けた展望と、インドネシア人介護福祉士への期待 

@全国社会福祉法人経営者協議会 
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●外国人介護人材に係る制度設計について 
• 技能実習を含め在留資格それぞれについて、外国人の人生設計・就労意向等にマッチする制度設計が求められる。 
• 在留資格間の関係について、技能実習の上位在留資格が特定技能であるような、誤って理解している実態がある。外
国人の人生設計・就労意向等を踏まえた、適切な実習・就労が図られるよう、制度の趣旨を含め、その違いについて
理解促進を図る必要がある。 

 
●介護福祉士国家資格の取得について 

• EPA、特定技能ともに、日本の介護福祉士試験受験のチャンスが1，2回しかない。不合格の場合でも、受入施設・事業
所と外国人材双方のニーズを満たす形で、就労継続・再受験ができることが必要。 

 
●留学生を含めた外国人材との多文化共生の推進について 
 ・自治体を巻き込んで補助金制度の整備等を含め、安定した生活基盤のもと、地域で安心して生活できる環境づくりを  
  進めることが必要。 

 
●インドネシア人介護職員・介護福祉士への期待 

• 利用者のペースにあったケア、多様性を尊重する文化、インドネシアの人にあった職場環境整備、学習環境整備を進
めて行きますので、多くのみなさんと、ぜひ、日本でお会いできることを期待しています。 

ご清聴ありがとうございました。 



（参考資料）日本における外国人介護人材受入れの仕組み 

@全国社会福祉法人経営者協議会 
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